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夢のフェミニズムZINE 
【市井のフェミニストの生を記録する〜Movement is Journey, NOT Arrival〜】 
by　フェミ登山部有志+++（プラス、プラス、プラス） 
 
１）どんな取り組み？ 
 
「もっとフェミニストの話を聞きたい！」。そんな思いから、フェミニストとクィアのための山登りコレ

クティブ「フェミ登山部」の活動で出会った3名のフェミニストにインタビューを行い、冊子にまとめ
た。 
 
1991年に大阪で開校した「女性の、女性による、女性のための学校：ウーマンズスクール」や、
1996年から15年間発行されたスケジュール手帖「ウーマンズダイアリー」との関わりを中心に、
その時代のフェミニストたちの声を記録し、記憶として語り継ぐための1冊が爆誕！ 
 
WANの「夢のフェミニズムZINEプロジェクト」の助成を受け作成。 
現在、メンバーによる手売りを中心に販売中。一部、書店での取り扱いあり。1部500円　販売予
定。 
2月7日セクマイ大会2026会場でも販売します。 
 
（写真：　ZINE【市井のフェミニストの生を記録する〜Movement is Journey, NOT Arrival〜】の表
紙） 
 
２）どんな団体？ 
 
フェミ登山部有志+++ 
 
主に関西近郊の山を巡ったり、ときどき遠くの山にも行ったりもする、トランスやクィア、シスとヘテ

ロも参加する多様なフェミニストたちのコレクティブ。幅広い世代のフェミニストたちが「山登り」を

キーワードに集う。 
 
2022年春に10数名で始めた活動も、60名を超えるコミュニティに成長している。 
現在までに3部のZINEを発行してきた。 
 
今回のフェミニズムZINE制作プロジェクトは、フェミ登山部有志に加え、関西での社会運動の中
で出会ったメンバーで構成されている。 
 
（写真：　フェミ登山部の活動で京都の嵐山・嵯峨野を歩いた時の写真） 
 
３）どんなZINE？ 
 
フェミニストは、アカデミアの中にいるだけではない。 
無名のフェミニストたちが違和感を言語化し社会に向けて声を上げ、行動してきた歴史がある。こ

れは、先を生きたフェミニストたちの生を記録する書。 
 
この社会には、もっともっと、フェミな語りが、そしてクィアな語りが必要！ 
（写真：インタビューの様子を撮影した写真　3枚） 



 
４）制作を終えて 
 
「わたし」を主語に話される物語を通して、モノクロに見えた過去が色を含み、「わたし」の現在の

歩みとがシンクロする、そんな感覚を覚えた。 
 
この社会には、もっともっとフェミニストやクィアな語りが必要だ。 
 
ただただ、新しいプロジェクトが始まる予感しかしない。 
（写真：　2024年の夏に長野常念岳からの様子） 
 
５）メンバーの感想 
 
すごく狭いロールモデルしか示されないこの社会だけど、「シニア」世代になっても何とか生きて

いけるかも、少しでもマシにできるかもという気持ち（のん） 
 
わたしも、あなたも、それぞれのやり方で、この社会にNOを突きつけていこうぜ（きえ） 
 
自分がいま立っている場所が数えきれない個人史の先に築かれているんだ（ゆこ） 
 
生きづらさの原因を自分で見つけることは難しいけど、この本を通して気づき、力を得てくれると

うれしい（希） 
 
わたしの前にフェミニズムがほんとにあって、わたしの先にもあるだろうこと、その営みはスペクト

ラムで、わたしももう含まれてるかもということを実感（きたの） 
 
肩肘張りすぎず、「自分にとってどんなものがあったら生きやすいかな」を素直に考えて、他の人

とも一緒にやっていこうとしていけば、次の世代に少しでも良いものを残せるのかな（あやみ） 
 
もっとフェミニストと名乗っていこう！名乗り、出会い、聞き合って、増殖していきましょう（まいきゅ

う） 
 
語られている全てのセンテンスが大切で、でこぼこ道も舗装路になる希望（杏） 
 
ウチらの時代はウチらが作っていこ♪という勇気を貰えました（りの） 
 
この本を読んだ方も、同じように誰かの話を聞いてみたり、自分の話を記録してくれたら素敵だな

（ゆげ） 
 
フェミニズムの、運動のない人生なんて、想像すらつかないんだよね（まき） 
 
６）登壇しました！　報告トークイベント 「夢のフェミニズムZINEプロジェクト」～ZINE文化とフェミ
ニズム～ 
 
参加団体 
 ■ジェンダーを考えるひろしま県民有志 
 　地方隠れフェミニストの日常 〜この社会で生きるために隠れているあなたに〜 
https://www.instagram.com/genderhiroshima/ 



　 
 ■SPILLLL（スピル） 
 　SPILLLL：食・フェミニズム・ナラティヴ形成についてのZINEシリーズ 
https://www.instagram.com/spillll.studio/ 
 
 ■フェミ登山部有志＋＋＋ 
 　市井のフェミニストの生を記録する　〜Movement is Journey, NOT arrival.〜 
https://www.instagram.com/femi_tozan_plus3/ 
 
 ■504号室の交換日記 
 　504号室の交換日記-秘密からはじまるフェミニズム 
https://www.instagram.com/xl_h0n2sty/ 
 
（写真：オンラインイベントに登壇し、WANの審査委員、他の助成団体と一緒の集合写真） 
 
７）今後の予定 
イベントなどでの出店 
・セクシュアルマイノリティと医療・福祉・教育を考える全国大会2026での 
　パネル発表（1月31日）＆ZINE販売（2月7日） 
・ZINE販売　女+フェスティバル（京都　3月8日） 
・ZINE販売　OZDF（大阪　3月14日または15日） 
 
取り扱い書店（1月8日現在） 
【宮城県】フフフBOOKS（1/30~2/1のポップアップイベントで取扱い） 
【東京都】エトセトラブックス 
【大阪府】Calo Bookshop and Cafe 
【広島県】Social Book Cafe ハチドリ舎 
 
その他、ZINEをツールに各地のフェミニストたちと繋がるために模索中！ 
 
 
ご興味のある方は、フェミ登山部有志＋＋＋のインスタ、またはメールでお問い合わせください。

femizinemystory@gmail.com 
https://www.instagram.com/femi_tozan_plus3/ 
 
And still, our journey continues! 私たちの旅路はまだまだ続くのでした！ 


